































極めて大きし1ことがしばしぼあった. W. G. Smith (1884)がイギリスで記載したコムギの病害は本
-11ー (59) 
病のようで民はその病害仁 Wheatscabの名をつけ病原菌仁は Fusゆoriumculmorum W. G. 
Smithと命名した.Wheat scabの名は現在コムギのアカカピ病仁用いられている名であるが R
culmorum菌はアカカピ病菌とは別の菌となっており.Butler & Jones (1949)の言う様仁イギリス
で本病の発生されたのは1928年以後とも思われる. Kirchner (1890)は同様の菌がドイツでは





とを報じた最初のようで1890年 Delaware州での大発生を報じている. Arthur (1891)は





すことを報告した. Tubeuf (1908)はRostrupが1893年デγマー クでオー トムギ商がアカカビ病
菌と同ー の菌に侵され発病したことを記載したという.TubeufはまたFra出がドイツのKiel附近
の畑で発生し，穂がまったくやられていたと報じたことを記した.Selby (1898. 1900)はコムギ穂の
blightingはFusariumroseum Link仁よるもので，その完全型は GibberellaSaubinetii (Mont.) 




ロ{パー ， トウモロコジ，工ンマー コムギ， オー トムギ， ライムギ， スペルツムギおよびコムギをあげて
いる.
Wollenweber (1914)はF.cul~ωrum は米殻類の穏と苗を侵害する傷痩寄生菌であると記し，


































Fusarium heterosporum Nees仁あてた〔大森，山田(1904)植物病理学 p.418). 
原摂枯(1910)はコムギのアカカピ病の病債と病原菌の形態を詳細に記載し， 病原菌仁は









本病は最初イギリスでG.W. Smith (1884)仁より Wheatscabと命名されたが，その後英
米では Headblight， Fusarial head blight， Fusarium blight， Ear b1ight等とも称せら
れ，幼苗仁発生する場合には Seedlingblightまたは F∞tdiseaseと呼ばれてやる.ドイツでは
Weizenschorf (Wol1enweber & Reinking， 1935)，イタリー では Golpebianca der frumento 
(Chiapp必li，1934)と呼ばれている.
本邦では麦類のアカカピ病(出回 1935)，コムギのアカカピ病(原摂祐 1910)，燕麦の黒点病























(Savo笠1928)，デγマー ク (R田trup1893 ; Kadow 1940)，イギリス (Smith1884; Bennett 
1933)，フラソス(Delacroi玄&Maublamc 1916)，ドイツ (Kirchner1890 ; Appel 1924)， 
オラソダ(Doyer1921 ; Van P田teren1922) ，イタリ-(Voglino 1923; Petri 1926; Ferraris 
1930)，ノルウェー (Jゆrstad1930)，スウエー デγ(Lund句lrth1923)，ソビエト連邦(Dounin
1926 ; Dobrozrakova 1929)に発生する.
アメリカでは，カナダ(Div.Bot.， Dept. Agric.， Ann. Rpt. 1920; Henly 1931)，北米合衆
国(Johnson& Dickson 1921; Taylor 1922)，パナマ (Reinking1934)，コロンビア (Franco
1938)，ブラジル (Chardon1940; Matta 1952)，アルぜソチγ(Marchionatto1932， 1935; 
Rost 1938)などの諸国仁蔓延が報ぜられた. その内でも北米合衆国では California(Oswalt 
1950)， Delaware (Chester 1890; Adam 1923)， Il1inois (Koebler 1925 ; Jehem 1927)， 
Indiana (Arthur 1891， Gardnfr 1929)， Iowa (Pammel 1892; Pammel， King & Seal 
1915)， Kansas (Haskell 1930)， Kentucky (Ky. Agr. Exd. Sta.， Ann. Rpt. 1922)， 
Marylaod (Edwards 1940)， Minnesota (MacInnes & Fogelman 1923)， Michigan (Nelson 
1929)， Missouri (Hodkins 1922)， Nebraska (Bessey 1898)， North Dakota (Boley 
1923)， Ohio (Detmers 1892 ; Selby 1898， 1910; Selby & Manns 1909)， Pennsylvania 
(Buckhaut 1833; Adam 1921)， South Dakota (Hume， 1923)， Wisconsin (Russell 
1922 ; Jones， Johnson & Dickson 1926)の諸州に発生してやる.
アフリカではケニヤ (McDonald 1926 ; Taylor & Maher 1931)，マダガスカル(Bouriquet
1951)，ロデジア (Rhod.Agr. Jour. 1929)，ウー ガツダ (Snowden1927; Hansfo吋 1931)
仁発生， アジアでは日本のほか治海州 (Sorokin 1891)，満洲(赤石行雄 1939)，中国






















































菌科 Hypocreaceae仁属し，その学名仁ついては現在なお問題はあるが，筆者は Gibberellazeae 
(Schw.) Petch (1935)を採用し，その分生胞子時代には Fusariumgraminearum &hwabe 
(1839)を用いる.
コムギのアカカピ病は英国ではじめて記載されたようで， Smith (1884)は“Wheat scab"と命
名したが，その病原菌として Fusariumculmorum Smithをあげた.この菌は現在アカカピ病菌と
は異なるものとされているが， Smithは当時アカカピ病菌をも見たかもしれないと思う.Selby(1898) 
はアカカピ病菌の分生胞子時代が Fusariumros倒 mLi叫Eで完全時代は G必berellaSaゆinetii
(Mont.) Sacc.とした.後， Appel & Wollenweber (1910)はおのおの一種の Fusarium属
菌の培養中，Gibberella Sauhinetii菌の子のう殻仁相当するものの形成を見て，両者の関係を明
らかにした.氏らは Fusariumros倒 mLinkなる菌が集合種であることから， そのFusarium菌に
はF.rostratum Appel et Wr.なる新名を付した.次いで Wollenweber(1917)はこの菌が




亜属または節(Section)を設け， 65種 (Arten)，55変種， 22品種を記載した.Wollenwe回r
仁よるとアカカピ病菌は
Fωarium graminearum Schwabeで，その異名としては
Fusarium graminearum Schw. v. ca昨is(Oud. ut sp.) Wr.; F. ca昨isOud. 
Pionnotes flavicans Sac. et D. Sacc.; ? Selenos.ρorium bufonicola Speg. 
Fusarium bufonicola (Speg.) Sacc. et Trott. 
Fusarium discolor App. et Wr. v. mojus Wr.ゅudLewis (nom. nud.) 
F. funicolum Tassi; F. gynerii Cke. et Hark.; F. mollerianum Thum. 
F. insidiosum (Berk.) Sacc.; Flωiψorium insidiosum Berk.; ? F. rhoicolum Fautr. 
F. roseum Lk. pr. p.; Fusidium ros側 mLk. pr. p. 
F. roseum Lk. v. maydis Sacc.; ? F. roseum Lk. V.ωαめo.li-bacciferiSacc. 
F. rostratum App. et Wr. (non S開g.); F. stictoides Dur. et Mont. 
をあげている.W ollenweberの分類は，その後広く用いられていたが， 1940，.1945年仁 Snyder
& Han舘nは新分類方式を提唱した.すなわち Wollenweber & Reinkingの分類では1個の
種どされてやる菌，例えば F.graminearu1n (Discolor亜属〉の単胞子培養でも培養に代を重ね




による Discolor!IT:属 (F.graminearumを含む)と Roseum，Arthros.ρoriellaおよび Gibbosum
(66) -18ー
の4亜属lこ属する多数の種を統合して1個の種 Fusa1'ium 1'os柑 m(Lk.) Snyder et Hansen 
emendを新しく設定し，アカカピ病菌なEには
Fusarium 1'os側 m(Lk.) Snyder et Hansen f. cerealis (Cke.) Snyder et Hansen n. comb. 
の新名をあて，その異名には
Fusarium cerealis Cke. (Cooke 1878) 
F. avenac側 m(Fr.) Sacc. pr. p. (Wr. & Rg. 1935). 
F. culmorum (W. G. Sm.) Sac. pr. p. (Wr. & Rg. 1935). 
F. culmorum (W. G. Sm.) Sacc. v. cereale (Cke.) Wr. (Wr. & Rg. 1935). 
F. equiseti (Cda.) Sacc. pr. p. (Bennett 1935). 
F. flocciferum Cda. pr. p. (Oswald 1942). 
F. g1'aminearum Schwa国 pr.p. (Wr. & Rg. 1935). 
F. 1'eticulatum Mont. pr. p. (Oswald 1942). 
F. sambucinum Fkl. pr. p. (Bennett 1935). 
F. IciゅiLamb. et. Fautr. pr. p. (Wr. & Rg. 1935). 
F.lciゅiLamb. et Fautr. v. a~minata (Ell. et Ev.) Wr. pr. p. (Gordon & Sprague 
1941). 
をあげている.
アカカピ病菌の子のう時代は最初仏国で知られたようで， J. F. C. Montagne (1856)がSyll.
Crypt.， p.252 (，こ G掛町aSaubinetii Mont.として記披した.
この菌の禾穀類上lこ生ずることを最初に記したのは Saccardo(1875)のようで，Bot1'Yoゆ加g勾
がJicarissubsp. Saubinetii (= S，ρhae1'ia cyanagena Desm.， Botηosphaeria di・sperlaDe 
Not)とした.後Saccardo(1879)はこれを Michelia1，誌上 p.513.でGi恥 1'ella属に移し
てGめberellaSaubinetii (Mont.) Sacc. (Syll. Fung. 2， p. 554. 1883)の名称を使用した.
前に記した WoUenweber& Reinking (1935)の共著 DieFusarien p. 83ではアカカピ病
菌には
GiめerellaSaゆinetii(Mont.) Sacc. pr. p.をあて.異名としては
Bot1'yosphaeria Saubinetii (Mont.) Niessl; G品era (Sphaeria) Saubinetii Mont. 
G必bereUa品ゆ1・netii(Mont.) Sacc. v. flacca Wr.; G. flacca aut. 
Botηos片aeriadi・sρersaNtrs.; ?争hae1'iadulcama1'ae Schmidt. 
B. malvacearum (Trab.) Wse.; ? Gi助 1'ellamalvacearum Trab. 
Gil必erellapulica巾 (Fr.)Sacc. subsp.品 ubinetii(臥lr.et Mont.) Sacc. 
Gibbera pulica1'is Fr. f. zeae mnydis Rehm. Ascow. 381 
G品e1'elat1'itici P. Henn. 
をあげている.その後この学名が，一般に使用されてきた.
しかる仁 T.Petch (1936)は Ann.Mycol. Vo1. 34， p. 257~260 において， G必berella
zeae (Schwabe)の新名を提唱した.すなわち禾穀類lこアカカピ病を起す菌は Montagne(1856) 
の記載した GibberaSaubinetiiの原標本として， Kew博物館仁保存されているものとは一致し
ない.Montange (1図的の菌はすでにDesmazieres(1848)がキャベツの桔茎上で発見して，
a争加eriacyanogena Desm.として， Ann. Sci. Nat.， Ser， 3.Vol. 10， p. 352 tこ記載し，




& Stevens (1935)は MycologiaVol. 27， p. 467でこのアカカピ病菌は Schweiniz(1822， 
1832)がSphaeriazeaeと命名した菌と同一種であることを指摘した.その翌年 Petch(1936) 
はこのアカカピ病菌lこは Gihberellazeae (Schw.) Petchの名を採用すべきであるとした.
本菌の不完全時代 Fusarium属仁ついては，すで仁記したよう仁 Snyder& Hansen (1940， 
1941， 1945)は Fusarium属の種を9種lこ整理統合したが，これ仁ともないコムギアカカピ病菌の
干のう菌時代仁ついては
Gibberella roseum (Link.) Snyder & Hansen. F. cerealis (Cke.) Snyder & Hansen n. 
comb. (1945)と改名すべきことを主張し，異名としては
Giめ'erea品 ubinetii(Mont.) Sacc. pr. p. (Wr. & Rg. 1935) 
G. zeae (Schw.) Petch pr. p. (Petch 1936) 
をあげている.
この Snyder& Hansen (1945)のFusarium属菌分類の方式は適用が容易かつ便利のよう
で，これを採用した報告も多い.けれEもこれが必ずしも理論的で便宜とも言えず，その後広〈採用
されているわけでもない.その後仁出版された].D. Dickson (1947)， E.]. Bulter & S. G. 
]ones (1949)， ]. C. Walker (1950)および R.Spragne (1950)， などの有名な植物病理
学書lこはアカカピ病 Wheat scabを記載しているが， 病原菌としてはいすれも Gibberella zeae 
(Schwabe) Petchの名を用いている.
さきに Petch(1936)がGibberellazeae (Schw.)の名称を提唱したのは，その前年仁発表さ





階となると，Gibberella zeae (Schw.) Petchを採用すべきであると考える.それで先年来筆者の
報告lこはこの種名を用いて来た.本邦でも最近の著書仁は， 例えば明日山他(1955)の病虫害
ハγドフック (p.122)，吉井他 (1957)の作物病害図編 (p.36)仁もこの種名が用いられてい
る.それで本項の最初lこ述べたよう仁，本報告ではムギ類アカカピ病菌の種名lこは G励。ellazeae 







通 5~6 胞であるが， しばしば4胞または7胞のものが見られ， まれ仁 2~8 胞または 9 胞のものが
見られる〈第百図版1，3;第V図版1，2;第四図版1，2). Fusarium culmorum Sacc.の形
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仁似ているが，これよりも細長く， 薄い壁膜を持っている. 大ききは30.5-68.5x 4.25-7.9μ， 
平均58.9X6.5μである. 1930年仁 Bennettがコムギ種子標本から分離した G. Saubinetii 
(Mont.) Sacc.の測定結果と筆者の測定結果を比較すると，第1表および第2表のようである.
第 1表 コムギ穂上lこ形成されたアカカピ病菌分生胞子の大きさ
長 さ 巾 平 均 (μ)
細胞数 百分率
大 大 長さ 巾
4 胞B 30.0 50.0 3.0 4.5 38.0 4.2 3.0 
5 fI 37.5 43.5 3.8 5.0 39.5 4.5 6.8 
6 fI 40.0 67.5 3.8 5.5 54.5 4.7 72.0 
fI グB 48.0 67.0 4.2 5.5 56.0 4.9 95.0 
7 fI 42.0 67.5 5.0 5.5 56.5 5.5 6.5 
fI グB 60.0 72.8 5.0 5.5 64.0 5.2 1.0 
8 fI 60.0 75.0 5.0 5.5 69.5 5.3 4.7 




第 2表 バレイジヨ寒天上に形成されたアカカピ病菌分生胞子の大きさ (μ)
長 さ 巾 平 均 (μ)
細胞数 百分率
大 大 長さ 巾
2 胞 25.4 42.5 4.0 5.3 34.8 5.0 3.5 
3 fI 30.3 52.5 5.0 6.0 41.8 5.7 11.6 
4 fI 38.5 58.3 5.7 6.3 48.5 6.0 15.7 
fI νB 34.0 50.0 4.0 5.2 40.7 4.8 32 
fI flW 25 66 3 6 41 4.3 
5 1 40.7 61.3 5.9 6.8 49.5 6.3 19.5 
fI グB 41.5 52.0 4.6 5.2 46.0 5.1 28 
6 fI 42.5 62.5 6.0 7.1 52.1 6.6 32.9 
fI グB 44.2 54.5 4.9 5.3 49.1 5.2 35 
fI 'IW 28 72 3.2 6 51 4.9 
7 fI 40.8 71.5 6.7 7.5 61.5 7.0 17.3 
8 flW 50 88 4 7 73 5.4 
10 flW 55 106 4 8 80 5.5 
平 均 40.1 58.8 5.8 7.0 50.5 6.0 














第 3表 アカカピ病菌の子のう殻，子のう，子のう胞子の大きさ (μ)
長 き 巾 平 均
大 大 長さ 巾
子 の う殻 144 350 132 340 272.2 278.1 
" " B 250 290 200 250 275 230 
" 1/ W 150 3∞ 1∞ 250 2∞ 170 
子 の う 55 125.5 6.0 13.0 99.8 11.1 
" 1/ B 60 82 10.4 13.0 78 11.1 
" " w 37 84 8 15 
12.5 22.5 3.2 4.5 19.9 3.9 
4 1/ 12.5 32.5 3.6 4.8 21.4 4.1 
子のう胞子 "1 B 23.5 28.5 4.2 5.0 26.0 4.5 
""W 16 33 3 5.6 22.7 4 







































病原性の強いもの， 弱いものを合計31菌株選び， 3%麦芽エキス寒天培地を用いて 50Cから
350Cまで8段階の温度で培養した. その結果， ほとんE全部の供試菌株は 50Cでわずか仁伸長





ぶ守 E 10 1$ 却 制 '6 部 錦 3i 
No.523 13.0 27.1 48.1 64.0 70.2 66.7 42.5 20.8 6.5 
No.895 12.4 23.9 44.4 60.4 65.6 65.8 49.3 27.3 。
No.928 11.0 23.4 40.8 53.8 61.9 60.8 24.2 10.3 。
備考 1) 7日後の菌叢の平均直径 (mm)
2) 3%麦芽エキス寒天矯地使用
i)菌糸の発育と pHとの関係
No. 523菌株を pf[2.7， 3.2， 4.1， 5.8， 6.9， 7.4 ，8.4，および 9.0に調整した磨養基
仁移植し.270 Cで1週間培養した結果では pf[5.8で最も良く発育し， pf[ 2.7ではわずかに生
育しただけであった.pf[ 6.4， 7.4および 8.4では， pf[ 5.8の場合と大差ない発育を示したが，
-23ー (71) 
pH 9.0では発育が抑制された〈第I図版2).以上の結果を見ると 11aclnnes(1922)が報告




H ・H ・.No. 89~ 菌株













20 24 27 30 32 
養 温 度 (OC)
第2図 アカカピ病菌菌糸の発育と温度との関係
第 5表 アカカピ病菌菌糸の発宵と pHとの関係、
pH 2.7 3.2 4.1 5.8 6.9 7.4 
菌叢直径 5.2 14.5 45.5 52.8 56.4 40.1 
















法! E 10 16 却 副
No. 523 土 寸・ * * No. 895 -1+ * * 
備考 1 )ー， :1， +，・・・，刊はは分生胞子の形成量を示す
2 )パレイジヨ煎汁寒天を使用
'1/1 却





り，すで仁形成されている分生胞子を殺菌水中で洗い落し手早く風乾した後， 湿度を 100，98， 




























2週間後の分生胞子の形成は湿度 100%で最も多く， 100から 96%までは同程度の傾向で減




入れ， 250 Cの恒温で培養し，それぞれ3日おき仁取出し一定量の水に分生胞子を浮滋させ， 1視
野中の胞子数を調査した.結果は第4図仁示す.湿度 100%および99%で3日後の分生胞子


































栄養物質 形成量 栄養物質 形成量
プ ド ウ 糖 719.7 プドウ糖+硫俊苦土 1139.5 
ガラクトーゼ 596.7 庶 糖+硫酸苦土 874.8 
ラ 1/ ト ーゼ 1012.6 第一燐酸カリ 306.8 
寸ソ J ーゼ 637.0 硫 酸 苦 土 210.1 
~ y ニツ ト 1440.8 塩化アンモ γ 122.5 
キシロ ーゼ 1666.0 パ レイシヨ煎汁 92.0 
庶 糖 734.0 無 養 分 69.3 
備考培養面 1cm雪内の胞子形成数 3回測定の平均値
の電球で50-100cmの距離から培養面に照明した.紫外線はアクメ式紫外線応用鑑識器で照射







以 ソ 電光 30W 紫 外 線 関黒南向室内北向室内 50cm 100cm 5秒 15秒 45秒
No. 1285 柵 * + * * No. 1290 * * * + 柵 柵 * No. 1294 柵 柵 + + 柵 柵 柵






長三「 1 2時間後 3時間後 4時間後
200C 3 8 14 33.5 
24 5 8.5 16.5 55.5 
27 8 11.5 40.5 93.0 























調査胞子数 678 681 678 680 676 671 679 687 変嬰値HについてのS.D.(0.05) =2.74 
発芽胞子数 34 319 292 322 9 96 113 554 20日間培養




0.005 0.05 0.5 1.0 2.0 5.0 
備 考
調査胞子数 677 629 653 657 665 658 660 変L.S換.D値.(仰0に.05つ1いての)=7.23 
発芽胞子数 44 93 180 285 339 404 463 240C 4時間後調査
発芽率(%) 6.5 14.3 27.0 43.4 51.0 61.3 70.2 19日間培養






源として Solarimeterで 10，∞olu玄にした区， 24∞ lu玄区， 1000 lux区およU暗室区を作
った.射光時聞は3時間である.光源照射中の温度差を除くため， 実験物の上下仁流水装置を






日光高射 1∞ lux 2400 lux 10∞lux 暗室
。。 38.0 56.2 56.1 74.3 79.0 97.2 81.8 1∞ 
実験の結果を見ると， 高~， lu玄仁なるに従って，発芽率は減少し，光線が発芽を抑制すること
がわかった.さらに 10001u玄を1単位とし単位差仁ついて見れば 2oo01u玄を中心にして 1000から










胞子密度 258.2 165.2 113.9 80.9 44.2 20.5 備 考
調査胞子数 51臼 お04 2m 1617 895 413 2変L9a86a1値z0h目瑚障・ωこ刷つ3い4機，て液.6の2 
発芽 11子o: 14 13 178 6鈎 硲ぬ 348 . 
発，芽率(%) 0.7 0.4 7.8 43.3 66.6 84.3 17日間培養
H 2.19 2.50 15.41 40.89 55.50 66.90 240C 4時間後調査
胞子密度 127.0 33.3 19.7 10.7 備 考
"受贈乎tt 験強 償問 号制 雪量1 害警郎関どお
発芽胞子数 15 29 87 212 再蒸溜水







乾燥時聞く分) 。 30 60 120 180 240 
発 芽 率(%) 98.4 67.7 48.2 13.7 1.7 0.7 
第 16表 真空冷凍乾燥したアカカピ病菌分生胞子の発芽
保存日数 乾燥前 乾燥直後 10日後 50日後 100日後 2∞日後 300日後
発 芽 率(%)85.2 5.5 4.5 1.0 







培養日数 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日
-c cn‘ 0.92 1.前 2.76・ 3.66 4.90 7.10 8.回
菌 叢 直 1.06 1.98 2.55* 3.25 4.ω 6.43 7.30 
+(土7 +(+) 1十(1十) -¥It(-¥It) 1十(-¥It) 
胞子形成及び成熟 27 





れ，成熟するかを先ず調査し， 240Cで第 17表のような結果を得た.この結果から 240Cで培養
7日目を分生胞子の成熟仁達した時期どみなして，実験した結果を第 18表仁示す.
第 18表 アカカピ病菌分生胞子の新!日と発芽との関係
成熟後日数 4 20 30 36 69 備 考
調査胞子数 428 417 419 412 412 L変.S換.D値.〈0H.につい4て.1の6 05)== 
発芽胞子数 348 329 318 256 75 240C 4時間後調査





百L 再蒸溜水を用し，'. 遠心分離器仁て洗徹した. 洗練した分生胞子は2%ブドウ糖液lこ懸濁
させて240Cで発芽させ調査した.その結果は第19表に示す.胞子を洗練しても発芽率に有意の
第 19表 アカカピ病菌胞子洗練の効果
洗浴時間(分3 。 1.5 1.5)(2 1.5)(3 0* 1.5)(3‘ 備 考
調査胞子数 485 477 464 484 488 479 設Eょについての.05)=7.44 
発芽胞予数 256 267 255 271 4 5 2∞Or.p.m. 






原液 2倍液 10倍液 再蒸溜水 考備
調査胞子数 633 646 660 660 変L.換S.D値.L。0に.0つ5)い=5て.4'の7 
発芽胞子数 302 108 27 5 8週間培養胞子を1500r.p.m. 1分間
発予F率(%) 47.7 16.7 4.1 0.8 洗糠.240C 4時間後調査













































882 -Ilt -+ 
883 + 
部4 +十+ -+ 
887 -Ilt -+ 
892 
893 -+ -+ 
894 -+ -+ 
903 + 
904 -+ -+ 
907 
908 -+ -+ 
925 -Ilt -+ 





















13 日 後 + -Ht 柵 -Ht 土
日 後 土 土 土 土
240C 




























供試菌株 空中菌糸 子のう殻 2週間後 5週間後
井戸水 わら煎汁 井戸水 わら煎汁 井戸水 麦芽 持戸水 麦芽品キス ...キス
No.790 土 柵 -1+ + -1+ -1+ 
No.860 -1+ ilt十 -1+ + -1+ 土
No.880 -Ht 州 -1+ -1+ -Ht -1+ 
No. 910 + 柵 + 土 -1+ 土
(80) -32ー
















紙蓋 硝子蓋 紙蓑 硝子蓋
子のう殻形成の程度
2週間後 4週間後







































ぶやそ 15 20 24 'rI 30 一割
2 時間後 1.02 2.62 6.79 5.91 5.03 
3 時間後 1.46 6.33 27.92 22.08 17.25 





湿 度(%) 100 98.0 96.2 94.0 89.9 
発芽率(%) 92.1 90.1 22.0 。 。
c)種々の湿度に保存した子のう殻の子のう胞子の発芽 常法仁よって稲わら仁形成させ
た子のう殻を20.40. 60， 80， 90， 95および100%に調節したそれだれの湿度の容器中仁 10日，




湿 度 (%) 20 40 60 80 90 95 1∞ 
(発芽率問 60.0 57.1 59.2 56.0 43.2 40.0 26.1 
10日 50.8 49.1 50.3 48.4 41.1 39.2 鈎.7
{発芽率問 73.7 73.4 69.7 49.7 55.2 35.5 17.8 
20日 59.1 59.0 56.6 44.8 48.0 36.6 25.0 
{発芽率問 46.6 44.4 33.9 43.1 42.0 21.8 4.7 




乾燥時間f分) 。 30 60 120 180 240 















+・ t*t* '判tt t 特権 t・t t :!: -1- :!: * +* t + +* +ホート$
AI XB 56781011121C 8192021222324252627282930 
+ +土*+ + + +土土権土土*+*土土+土*土土+土移
* +* + + t ~t t +特権土朴+*tホ+*t t 土$土事土土
A 
9101112B 41 2 3 4 5 6 7 8 5 6 7 8 9 10 12 
土ホ+ + + 特 + + + + 土*・ト 土*土*土 +事土*士事+ 土市 t
C 
BI >< ~ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 
土事土事土土*土土+ 土事土*tt + + + + 土事土*土車土*土事土
D 
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 32 33 34 35 36 37 38 39 40 
t +件特+:!: t*土土ホ+土*+tttt+tt 十件土 土
A B 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9 10 11 12 
t + 土 t 土*tt 土* +・ t + + ・ト市 ・ト 十 + t + ・ト 土*+ 
CJ >< 
l2 3456789101112131415161718192022 
土$土*土 士事土 + + 土$土* + t + + 土*土地 +:tt-tttt 土
備 考 AI >< BJ-I!. BI >< ~-I! はトー)v ・ ビーカーに移して 2 日目， AI ><C18ー咽.B， ><At-1Z，・
BI >< C2一間.C， ><AI_I!' C1 ><B .一郎 C1><C←"は3日目， AI ><Aト雪1.AI ><D引ー柑，
BI >< Dtl→@は4日自の調査










22 23 24 1 
+土特掛
C 
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 
1+* 1+事+ 1+土+特権+円-1- + +* +事十件特+*+ 
C 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6
+円1+事件+十t1+.-+十+.1+. 1+* 1+事件+ホ十本土 土 + 土*
7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 7
+.特ホ士市+ 掛 + 士事+ 特命+ホ+命+ +.士市ト事+.+ +* + +. +ホ
C D 
28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 13 14 15 16 17 18 
土*士.+件特事件特*件桝件+特権件特件特件特件特+
D 
19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 8 39 
1+ +・1+・朴.+ +. +事件+朴朴土土特.+. +・士事件*件'件特
D 
40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 7 58 
+.朴十本十+帯十.+十+士土*土怠特+.特+.土*特.+. 
備考 AI -A'!t. Bl -BI2. DI -Di;S ，.土トール・ビー カー 仁移して4日後に.CI-C:lO II3日後仁調査した








Innes & Fogelman (1923)， Tu (1929)，および Tanja(1933)らは G.Sallbinetiiの発育
温度は大体最低30.--40C，最適240....28CO，最高320.--360Cであると報告した.

















































第 N 図版 アカカピ病菌の分生胞子および担子梗
(1)コムギ被害穂上に生じた分生胞子(印0倍)
( 2)コムギ被害穂上に生じた担子梗 (450倍)







C 2 )担子使への分生胞子の着生状惣 (800倍)
(3 )稲わら上に形成された子のう (800倍)および子のう胞子 (900倍)
第 百 図版 アカ力ピ病菌の分生胞子
( 1 )蒸した麦穂に形成された NO.788菌株の分生胞子 (11∞倍)
(2 )蒸した麦穂に形成された NO.781菌株の分生胞子 (1100倍)
第 ¥1図版 アカ力ピ病菌分生胞子の発芽，子のう舷.子のうおよび子のう胞子





第 K 図版 アカカピ病菌の子のう殺，子のうおよび子のう胞子






( 2)菌糸の発育とと pHの関係，上右から pH9.0. 8.4. 7.4. 6.9. 
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